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SUACの学習環境についての考察
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The aim of this report is to seek for the possibility of improvement of study environment in SUAC. Its main
points of view are as follows:
1) The possibility of new allocation of books by using current infomation technology.
2) The way of displaying works and research results to encourage mutual understanding between people in
SUAC and the community.
3) How to make more effective use of the SUAC Library.
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　これに対しては、情報リテラシーを高める
科目の充実も必要ではある。しかし表4に見
られるように、授業で図書、雑誌論文を探す
経験をしていても、日常の利用には結びつい
ていないようである。このため、学生の自主
的な学習に期待するだけではなく、授業で教
員が図書館を使わなければならない課題を出
すことが重要となってくるのではないか。
4-2-2　図書館の整備
　参考図書や図書、雑誌を探すことが難しい
と感じている学生へのサポートも必要である。
調べ方を身につけていくためには、実際あれ
これと資料を手にとって見ることになる。こ
こでサポートを期待したいのが、図書館のレ
ファレンスサービスである。教員の場合、常
時図書館で待機していることはできない。教
員に教えてもらうのではなく、自発的な学び
の姿勢を育てるためにも、教員以外のサポー
トが好ましい。さらに、情報の探索は、大学
卒業後も必要となってくるが、その場合、常
に教員のアドバイスが受けられるわけではな
い。しかし図書館員のサポートが受けられる
ことがわかっていれば、探索の第一歩として
地元の公共図書館などを使うことができる。
5．まとめと展望
　以上の平成20年度における研究成果から、
本学の学習環境の向上に関して次の可能性が
見出された。
　まず、現在の技術を応用した学習環境向上
の可能性としては、次の2点が挙げられる。
1点目は学内において新しい図書の配置をと
ることによって、学習環境における図書のあ
り方に新しい意味づけを持たせて、従来の図
書館とその他のスペースという関係性から、
偏在化した図書の中での学習という関係性の
構築の可能性が見出されたことである。この
ような配置の考え方は、将来的に学習時にお
ける図書の利用のあり方について新しい関係
性を持たせる可能性にもつながると考えられ
る。
　2点目として挙げられるのは、システム化
した展示方法を採用することによって、学内
における制作や研究の成果を学内外に向けて
展示する可能性が確認された事である。学習
と研究成果の展示については、学内における
相互理解の促進や優秀作品を展示することに
よるモチベーションと成果のレベルの向上、
また学外に向けてのPR効果など様々な波及
効果が考えられる。
　次に授業における図書館利用の可能性の検
討から、教員と図書館員が一体となった仕組
みをつくることで、学生に図書館を活用した
学びの習慣を身につけさせる可能性が考えら
れる。
　今後は、本学における与条件を勘案しつつ、
SUACならではの図書館と新しい学習環境の
あり方について検討を行う予定である。
※　本研究活動は、平成20年度学長特別研
究「新しい学習環境の研究」よりの研究費を
得て実施されたものである。また、書籍自動
管理システムの検討に関してはお茶の水女子
大学の塚田特任助教のご協力を頂き、展示台
のシステムに関しては、生産造形学科の山本
教授のご協力ならびに、空間造形学科の鳥居
教授と原田実習指導員に試作品制作について
のご協力を頂きました。ありがとうございま
す。
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